
第６6 回 亀岡清泉荘 運営推進会議 議事録 

令和 6年 10月 21日 14時 00分 ～ 15時 30分 於：曽我部町公民館 

司会 亀岡清泉荘 代表 松野 記録 亀岡清泉荘 代表 松野 

出席者 亀岡市高齢福祉課・松村さま、副会長・中西さま、南条区長・並河さま、 

学が丘区長・中井さま、民生委員・大石さま、原田さま、利用者さまご家族・小林さま 

亀岡清泉荘・長尾・宮崎、村田 

欠席者  南部地域包括支援センター・西村さま、曽我部町自治会長・法貴さま 

中区長・多田さま、利用者さまご家族・福井さま 

１．グループホーム 外部評価 目標達成計画の報告 

８月の外部評価での意見交換を受けて作成した「目標達成計画」について 

優先順位をつけたものを 4項目にしぼりこんで「目標達成計画」を立てた。 

目標達成に向けた具体的な取り組み内容 「・」は清泉荘の補足説明。 

① 町民文化祭、社会福祉協議会の事業、京都サンガとの交流機会づくり、ふれあいサロンなど

との交流機会を作り参加する。 

・10月２７日に犬飼のふれあいサロンで口腔ケアのお話と体を動かしていただく事を予定し

ている 

・ボランティアでしているので、他の地域の方もご遠慮なくお声かけください。出来ればお

誘いいただき、行事に参加したい。 

② 亀岡市、曽我部町などの地域の防災訓練への参加及び事業所の防災訓練への地域の方々の参

加などを仰ぐようにする。 

（副会長より）今年は 11/10に自主防災会の防災訓練がある。大学の所で消防団が、小学校の南

側で消化器の関係の訓練がある。 

・清泉荘から法貴会長に連絡をさせていただく。 

・会社の災害訓練にもご意見をいただきたい。 

・防火訓練は２年か 3年に一回は織り込んでいる。 

・先月は、停電や水害に備えた訓練をした。 

・来年は 2月に予定をしている。 

③ スタッフ勤務時間帯の柔軟でバランスのとれた体制に組めるようにする。（８時間の勤務時間

を６時～２１時）までの間で状況に合わせて組むなど）看取り期の医療機関との連携、ご家

族支援の協力体制などを仰ぐようにする。 

・外部の訪問看護を利用していただくことでスタッフの医療的ケアの負担を少なくする。 

・ご家族の支援もお願いし、できる範囲で夕方お食事の介助などをお願いする。看取り期に

は集中して来ていただき、ケアの補助などをお願いする。 

・職員の移動の負荷と事務的な負荷を軽減するため、京都府介護テクノロジー補助事業に申

し込んでいる（介護ソフト、インカム・ナースコールなどの導入） 

・看取り期は居室にて１対 1で対応する事が多くなる。そこに、１人職員を補充することに

なり、残業が発生していた。看取りの方の入浴は場合によっては３人で入浴介助をすること

もある。 

④ 利用者さま、ケアマネ、担当スタッフ及びご家族との話し合いを通じて、外食、ご家族と自

宅で過ごす、想い出の場所、などへのお出かけ機会をつくるようにする。 

・外出支援 １０月、１１月（末まで）春先で予定していきたい 

 



１．別紙報告事項 

9月、10月の利用状況を別紙にて報告した。 

意見、提案、質問等          回答・対応 

毎回同じ事を聞かせてもらっている。変化がないので

はないか。 

２か月に１回の開催は介護保険法で決めら

れている。今後、マンネリ化しないよう運

営方法を工夫していきたい。 

清泉荘の現場を見たことないので、一度拝見させてい

ただきたい。 

年６回の内で数回は会議前に見学の機会を

つくるようにします。 

ふれあいサロンで昔、小学生と日本の昔の遊びを少し

やった事がある。 

 そういうことを事実施してもらえたらいいなと考えて

いたが、集会場が山の上にある為、高齢の方に来てい

ただくのは難しい。小学生が清泉荘に出向いて教えて

もらえたらいいと考えている。はごいた、駒回し、あ

やとり、お手玉など低学年は喜ぶのではないか。高齢

者の方も活性化になるのではないかと思う。 

 

以前ホームの「回想法」で、利用者さまに

あやとりをしてもらったことがある。皆さ

ん楽しまれていたので、職場会議で話し合

っていきたい。 

清泉荘にお世話になるようになってから写真を見せて

いただくと、こんなに元気だったのか、活動的だった

のかと思うくらい、本人の生活の質が一人暮らしをし

ていた時よりも良くなったと感謝している。いつか亡

くなると思うが一日でも長く今の状態が続けばよいと

願っている。 

最近は面会も中に入れるようになり、お部屋の様子も

見させていただけるようになった。いつもきれいにし

て頂いて、ありがたく思っている。地域の皆さんにも

どんな事でお世話になるか分かりませんが宜しくお願

いします。 

 

色々な行事に参加して頂いたり、食器洗い

や洗濯もの片付けなど手伝っていただいて

いる。他の利用者さまへも話しかけられ、

皆さんを元気づけられ感謝しております。 

 

毎回丁寧な説明をいただいている。 

両親は施設を利用せずにすごした為、施設は身近では

ないが、説明を聞きながら丁寧に対応されていると思

っている。看取りの説明をうけ、そういう場面の接し

方には胸を打たれた。本来は自分の家で過ごしたいと

思うがそういう思いもくんで活動されている 

今後もお役に立てますよう努めて参ります

ので、よろしくお願いいたします。 

その時、その時の状況に応じた対応をされていると思

う。担当者の方は、気張りすぎないようにと思う。 

過剰対応しているのでは？について、行政が過剰サー

ビスと言うのもわかるが、家族としてはサービスの範

囲内で利用したいと思う。職員のやってあげたい思い

もあると思う。 

行政のいうこともわかるがニーズがあっての行政なの

ご家族の思い、スタッフの思いを反映した

サービス提供ができるよう、行政機関とも

相談しながら進めていきます。 



で、行政も考えてもらいたい。これから団塊の世代も

増えてくるので、一体になった考え方をしてもらいた

い。キャパシティーを超えたら、できる所を紹介する

などの気配りもしていただきたい 

目標をせっかく立てているので、いかに具体的な取り

組みを実行されるのか。着実に取り組みをしていただ

きたい。 

振り返りをしつつ着実に取り組んでいきま

す。 

次回、運営推進会議は令和 6年 12月下旬以降開催の予定で調整・連絡いたします。 

 

 

 


